サンプル（インタビューの一部）

近藤：1on1に初めて出会ったのはいつどこでしょうか、今は週に何人の方と1on1をしていますか、今までどのくらいの1on1をしたと思いますか
バリオスさん：約20年前　最初の１：１をしたと記憶しています。当時デルのアジアのCFOはちょうど来日している頃　シンガポールにいる上司は設定してくれました。４５分という短いような長いようなお時間朝一にいただいて、１：１の世界に入り込んだのです。その当時の詳しい話の内容をハッキリ覚えていませんが、そこで交わされたメッセージ、意図は今でも心の中に生きています。初めての１on１でも計り知れない力はあると思います。それから１on１は自分のマネージメントシステムの基礎のひとつになっています。毎年少なくとも４００件の１on１を実施してきています。
近藤：1on1について最初の印象はどうでしたか
１on１で何を話せばよいだろうか　という不安を抱きながら臨んだと覚えています。自己紹介的な話は終わった後、どういうかたちでお話継続すべきなのか、よくわかりませんでした。運よく、１on１の相手は経験豊富な役員で上手にお話をしていただき、巧みなopen questionsで私のことに正に興味を持っているという安心感を与えてくれました。気が付けば４５分経っていて、新たな洞察をかすみ取ったと一人で喜んでいました。人と人のinteractionには常に想定外の新たな絆は生まれうると感じました。

